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犬アトピー性皮膚炎とは

多因性の皮膚炎



犬アトピー性皮膚炎の治療

✓抗原回避

✓適切なスキンケア

✓悪化因子の除去

✓痒み止め



痒みを止める



私達が使用する痒み止め

✓プレドニゾロン

✓シクロスポリン

✓オクラシチニブ

✓ロキベトマブ



急性期

✓オクラシチニブ

✓プレドニゾロン



オクラシチニブから治療開始

0.4 – 0.6mg/kg 1日2回



3時間以内に痒み軽減

Fleck T, Norris L, King V, Lesman S, Gonzales AJ.J Vet Pharmacol Ther. 2022 Jul;45(4):380-384.



オクラシチニブが効かない



プレドニゾロン0.5 – 1mg/kg q24h



✓炎症性サイトカイン産生抑制

✓血管透過性減少

紅斑&苔癬化への効果



✓痒み止めを使用

✓速攻性ある薬剤

✓症状で薬剤選択

犬アトピー性皮膚炎の治療の導入


